
 

令和 5 年 9 月 30 日（土）ホテルエミシア札幌において、ImSAFER 研究会公認インストラクタ

ー吉川江利子先生による『即効型分析手法 QuickSAFER』の研修会が開催され、40 名の方が参

加しました。 

分析の仕方が分からない、分析する時間が無いなどの日頃リスクマネジャーが抱える悩みや、当事

者を責めず再発予防を考える『行動モデルに基づく簡易型ヒューマンエラー事象分析手法の理解』に

ついての講義がありました。 

事例を用いたグループワーク『QuickSAFER 分析実習』では、情報整理表の作成、模造紙と付箋

を使用し、背後要因の分析・発表に至るまで、各グループ活発な意見交換が行われました。ヒヤリハ

ット事例をもとに QuickSAFER による行動分析を行うことで、エラー誘発要因を知ることから考え

なければならないと再認識することができました。また、インシデントを他人事ではなく、自分のこ

とや職場環境に置き換えて考える習慣をもつことで、医療安全の意識を高めることにもつながると実

感した研修でした。 

長い間コロナ禍でオンラインでの開催が続いていまいましたが、円卓を囲んだ集合研修は仕事とは

異なる新しい発見や刺激を得ることができ、気分転換にもなったのではないでしょうか。 

講師の吉川江利子先生、主催された委員の皆様、ありがとうございました。 

                            広報委員 佐々木久美子 山田亜希 
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札幌第 3 支部 看護師職能委員会主催研修会「看護でつなぐ在宅支援」が 9 月 30 日(土) TKP

ガーデンシティ札幌駅前（中央区）にて開催されました。当日は 76 名が参加し、4 名の講師の方に

よる、それぞれ異なる立場から在宅支援の現状や事例の発表がありました。 

地域包括ケアが推進される中で、入院医療と在宅療養をつなぐ多職種連携の重要さやその難しさを

考える機会になりました。それぞれの持ち場でとらえる患者の問題点も、患者が過ごす場所によって

は問題が異なり、これまでの対応を変更せざるを得ないという新たな問題が生じるということに気付

きました。在宅療養を支える多職種の担当者はそれぞれの場でその専門性を発揮して、それぞれが機

能を補完し合い、連携が不可欠であることを再認識しました。 

参集型の研修会であり、講演後は活発に質疑応答が交わされ、それぞれの立場での困りごとを共有

することで、互いに求められていることや求めてもよいことを確認することができ、多職種が互いの

役割を理解し、協働するためにこのような研修会は大変有意義であったと思います。 

講師の皆様、また看護師職能委員会の方々、お疲れ様でした。 

広報委員 伊藤恵美 秋林美穂 

 

 

 

令和 5 年 10 月 12 日（木）北海道看護協会において『認知症・高齢者ケア研修会』が開催さ

れ、会場には保健師・助産師・看護師・介護関係者など 26 名の方が参加しました。 

 札幌第 3 支部 橋本みどり支部長による「看護の動向」の講義では、将来の看護の方向性につい

て在宅医療の推進や特定行為の拡大、タスクシフトシェアや訪問看護・外来看護の推進事業など、地

域包括的な医療の取り組みが重要であること。また、処遇改善や労働環境の改善、働き方改革等につ

いても学びました。 

グループワークでは各施設の認知症ケアの強み・弱み、どのような対策をしているかを話し合い、

講義を通して学んだことを活かしていきたいなど、活発な意見交換が行われていました。 

日頃、認知症ケアについて難しさを感じることや、こうありたいと考えてもなかなか実践すること

が大変なこともあります。しかし、患者の言動を認知症による問題行動と捉えるだけではなく、排泄

障害や不眠、痛みのコントロールなど、患者の抱えている苦痛や不快症状を一つずつ紐解き BPSD

の誘発要因を軽減することが大切だと改めて認識することができました。山下いずみ先生の講義の中

で、「認知症ケアには正解がなく試行錯誤しながら実践することが大切」という言葉が印象的でし

た。100％正解ではなくても患者さんやご家族の思いに寄り添ってケアを提供する視点を忘れず

に、今後も看護実践に取り組んでいきたいと感じました。  

講師の橋本みどり先生、山下いずみ先生、担当委員の皆様ありがとうございました。 

                            広報委員  山田亜希 佐々木久美子 



  

令和 5 年 11 月 11 日（土）働き続けられる職場づくり推進委員会主催の研修が、アスティ 45

で開催されました。 

『職場内での円滑コミュニケーション～一人一人が活躍するチームづくりへ～』と題し、株式会社シ

ードプロ代表取締役の松前葉子さんを講師に招き、コンフリクトマネジメントやアサーティブコミュ

ニケーションなどについての話を聞くことが出来ました。 

今回から集合研修に変わり約 30 名が参加し、参加者同士でのワークを交え松前先生の明るくパワ

フルな講義は参加者皆の心を掴み、2 時間があっという間にすぎたように感じました。上司や部下、

また患者さんや御家族と仕事の大半をコミュニケーションをして過ごす現場で働く参加者にとって、

とても実のある学びであったように思います。明日からでも試してみたいという参加者の言葉も聞か

れていました。 

私自身、自分を理解して自分自身を大切にしながら一人一人が活躍できるチームづくりがしたいと

何度も頂いた資料を読み返しているところです。そして研修に参加したことで前向きな気持ちにな

り、松前先生のパワーをたくさん頂けました。とても充実した休日となりました。 

松前先生、そして主催者である委員の皆様、お疲れ様でした。 

                              広報委員  高橋 香織里 

 



令和 5 年 11 月 18 日（土）保健指導にも役立つ！腸活を学ぼう〜健康的に働き続けるために〜

と題して腸ケア推進協会代表理事藏本紗由香先生を講師に迎え、参集型開催で 10 名の方が参加しま

した。 

藏本先生ご自身、腸活を始めたところ体調不良の諸症状が軽快し、腸が全てのことに関わっている

ことを知ったと話され、小腸・大腸の働き、腸内細菌を知ることで腸の健康を保ち、メンタルの健康

も得られる事を学びました。 

便の性状を確認することで腸の状態を知り、善玉菌を活性化させる環境を作るための腸活 3 要素

として、食事・運動・休養が挙げられ、自律神経のコントロールが大切であると学びました。 

座学の後にはヨガマットで、セルフ腸もみ、小腸のツボ押し、ストレッチの実技演習があり、具体

的かつ緩急のある、大変有意義な研修となりました。 

藏本先生、主催された保健師職能委員会の皆様、お疲れさまでした。 

広報委員 金子雅隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 酷暑の長い夏が終わったと思えば、雪虫の大量発生等など、今年は異常気象や現象が印象深い年になり

ました。急速に寒さが増し、ここ北海道にも、いよいよ冬到来。令和 5 年残すところあと僅かとなりまし

たが、皆さま如何お過ごしでしょうか。 

 コロナパンデミック以降、オンライン形式のイベントが主流になりつつありますが、参集型研修の、そ

こでしか味わえない空気感や温かみや時間を、多くの方が体感しに来て頂けるよう取り組みたいと思いま

す。 

ここ終日で寒さが急激に増して参りました。皆さまもご自愛してお過ごしください。 

                      広報委員 花田法恵 


